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論　文　内　容　要　旨
〔目　的〕
メニエール病は回転性めまい、耳鳴、難聴を主症状とし、内耳疾患のなかでも症例数が多く代
表的なめまい疾患とされているが、未だ原因、経過、発作機序に不明な点も多い。また、メニエー
ル病の中にはめまい発作の頻発、高度難聴、耳鳴、両耳羅息など高度に社会生活の障害される症
例が知られている。特に最近両側変動難聴性メニエール病は重症メニエール病の－型とみなされ
るようになったが、現段階ではこの経過さえもよくわかっていない。そこで本研究では両側変動
難聴性メニエール病の臨床経過を－側メニエール病のそれと対比しつつ明らかにしたいと思う。
ついで、予後の向上に資する為、メニュール病の早期診断に必要な観察事項に検討を加えた。
〔方　法〕
昭和53年から昭和56年に滋賀医科大学耳鼻咽喉科外来を初珍した一側メニエール病症例、両
側変動難聴性メニエール病症例を対象とた。一側メニュール病の診断にはメニュール病調査研究
班のメニエール病の診断基準を一部修正した厚生省前庭機能異常調査研究班の診断基準のうち的
牛症状が一耳に限定されるものとし、両側変動難聴性メニエール病は昭和63年厚生省前庭機能
異常調査研究班で作成された両側変動難聴性メニエール病の診断基準に従った。これらの症例に
は経過中、適宜純音聴力検査、グリセロールテスト、蝿電図検査、温度眼振検査を行い経過を観
察するとともに、初珍時一側メニエール病疑い例、両側変動難聴性メニュール病疑い例であった
症例についてこれらが確実例に至るか否かを知るためにはどの程度の期間、経過観察することが
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望ましいか、またメニエール病疑い例から確実例に移行する症例の初診時の特徴、確実例に移行
する際の追加症状について検討した。
〔結　果〕
聴力は一側メニエール病では変動しながら悪化し、最初の3年で約30dBとなる。その後聴力
低下は媛徐となり、約40dBで固定する。両側変動難聴性メニエール病の先発耳は最初の1年で
約50dBの聴力低下を来し、その後数年で10～20dB改善するが、発症10年目以降再度急速に
悪化する。後発耳は後発耳症状発現後数年は約20dBの聴力低下にとどまるが、その後急速に悪
化し、発症10年以降は先発耳より高度の聴力低下を来す。
回転性めまいは発症1年目に82％と高率に生ずる。その後頻度は徐々に減少する。頻度の経
時的経過は、－側メニエール病と両側変動難聴性メニエール病に大きな相違はない。
温度眼振反応は一例メニュール病の患側で発症後徐々に低下し、発症15年経過すると健側反
応の約60％となる。両側変動難聴性メニエール病では先発耳、後発耳共割合早期に反応低下を
生ずるが、その程度と経過年数には症例数が少なく明確な相関をみなかった。
一側メニエール病、両側変動難聴性メニエール病共に、嫡牛症状の進行する時期とめまいの群
発の時期に密接な相関があった。
メニエール病疑い例を5年以上経過観察すると一側メニエール病で56％、両側変動難聴性メ
ニエール病で67％が確実例に移行した。
メニエール病疑い例中、メニエール病確実例に移行する症例には初診反復するめまいに加え、
変動の確認できない耳鳴、難聴の存在することが多かった。
ダリセロールテスト陽性を示すメニエール病疑い例は、一側メニュール病で62％、両側変動
難聴性メニエール病で75％と経過観察中高率にメニエール病確実例に移行した。
一例メニエール病疑い例から確実例と診断された症例の54％、両側変動難聴性メニエール病
疑い例から確実例と診断された症例の67％～91％は聴力検査を反復施行し、変動難聴を証明す
ることで確定診断が得られた。
〔考察および結論〕
メニエール病の臨床経過についての諸家の報告の多様性はその症例中に一側、両側例が適宜混
在し、経過が長期化すると両側例が増加するであろうと考えるとある程度理解できる。
－側メニエール病と両側変動難聴性メニエール病は結果で述べたように経過に大きな相違を認
めたことから異なった病因や病態生理が存在するであろうと推測した。
メニュール病の早期診断のために内リンパ水腫を推定する検査であるダリセロールテストと鳩
電図検査を組み合わせて行うことはきわめて臨床的意義が高い。
メニエール病、特に両側変動難聴性メニュール病を確診するためには聴力検査の繰り返しが重
要である。
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学位論文審査の結果の要旨
メニュール病は発作反復を主徴とする疾患であるが、最近、両耳確息のため社会生活がっよく
障害される症例が数多く存在することが報告されるようになった。そこで、本研究ではメニュー
ル病を一例メニエール病と両側変動難聴性メニエール病に分類し、各々につき全経過を通じての
病像を明らかにすると共に、症状や検査所見を分析して本疾患の早期診断、予後の改善に役立て
ようとした。
数カ月から20年以上の経過を持つメニエール病195例の検討結果は、1：一側メニエール病
での聴力の低下は緩徐で、約40dBのレベルで固定した。両側変動難聴性メニュール病の先発耳
聴力は最初の1年で50dBの低下を来し安定したものの、10年を過ぎると再度悪化した。後発耳
聴力は数年で急速に恵化し、10年後には先発耳よりも高度の低下を来した。2：めまい発作は
一側両側を問わず発症1年目では高率に起こるが、その後減少した。温度眼振反応は一一一側メニエー
ル病では発症後徐々に低下したが、両側変動難聴性メニエール病では先発耳、後発耳共早期から
低下した。以上の結果から－側、両側変動難聴性メニエール病は単に雁患耳の数の相違だけでな
く、両者間に異なる病因、病態の存在が示唆された。3：－側または両側変動難聴性メニエール
病疑い例の内で変動の確認できない耳鳴難聴が存在する例は確実例に移行することが多かった。
特に前者の54％、後者の80％は頻回の聴力検査を行うことで確実例と診断できた。4：－側ま
たは両側変動難聴性メニエール病疑い例の内、ダリセロールテスト陽性例は、前者で62％、後
者で75％が確実例に移行した。
以上、本研究は複雑をきわめる－側、両側変動難聴性メニエール病の臨床像の全貌を初めて解
明したもので、治療の困難なメニエール病の予後の向上に大いに役立っものと考えられる。従っ
て本研究は医学博士の学位論文として価値あるものと認める。
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